
　学生団体によるコーディネート
手法を学び、その支援方法を確立
するとともに、その情報やノウハ
ウを当団体の培ってきた学生環境
活動団体とのネットワーク力を活
かして、各団体に対し発信する。
それにより、全国各地で環境活動
に取り組む学生団体のコーディ
ネート能力の向上につなげ、さらに地域の環境課題の改善・解決
につなげる。

任意団体　全国大学生環境活動コンテスト実行委員会
学生環境活動団体による環境課題改善に向
けたコーディネート力向上支援体制の構築

●成果		　学生団体と自治体との連携・協
力についてのアンケートを実施し、
429自治体からの返答を得た。また、類似
事業実施団体や、学生団体、自治体等を対
象に、15 件のヒアリングと2 件のモニター
調査を実施した。

●工夫 		　学生の主体性を重んじ、現地調査やヒアリ
ングの際は学生にも動向してもらい、自発的
に意見交換を行った。
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429自治体

15 件

60%

　学生環境団体のコーディネーション能力の向上と、それによる
多用なセクターの連携による地域の環境課題の解決。

　学生団体と協働して進めていた活動であったため、当初予定し
ていた内容よりも実施できたことが少なかった。次年度以降はさ
らに充実した内容にできるよう、年度の初めから計画的に活動を
実施できるように心がける。

課　題

活動内容

今後の課題

ヒアリングの様子

ヒアリングの様子（学生団体ヒアリング）◆成果と工夫したポイント◆成果と工夫したポイント


